
ＳＤＧｓ姉妹都市提携 × ３つのカルチャー/アートを共創する
リビングラボの構築

岩手県 岩手町

SDGs未来都市構想/モデル事業
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岩手町の概況

農
業

自
然

保
健
福
祉

地
理

人間が健康的で文化的な生活を営む上で最も適していると言われる北緯40度線上に位置、同線上に

はニューヨーク、マドリード、北京など世界的に大きく発展した創造的な都市が連なり、それぞれに豊かな文

化の花を咲かせている。総面積は、360.46km2、総人口は13,032人で、町内には東北新幹線いわ

て沼宮内駅があり、東京一いわて沼宮内間は約2時間20分で結ばれている。東北自動車道/滝沢ICと

西根ICに近く、鉄道・自動車の両面において高速交通網の利便性に優れた地域となっている。

町の総面積のうち、約75％は山林・原野であり、火山灰質の肥沃な土壌と緑と広い空を感じられる豊かな自然に包まれている。東部の北上山

地と西部の奥羽山脈にまたがり、町北部の御堂観音境内には東北一の大河である｢北上川｣の源泉とされる豊富｢弓弭(ゆはず)の泉｣があり、

町の中央部を南下している。このような豊かな自然が、標高200～800mの緩い傾斜地が続く中に点在する耕地や集落を生み出し、その地形

の差が、各々の地区に於いて異なった趣の風景や特徴ある風俗(祭祀や郷土芸能)、産業条件などをつくり出している。

農業は基幹産業であり、粗生産額は約135億円である。「いわて春みどり」に代表するキャベツなど多品目における野菜生産基盤を確立してい

る。また、大規模な畜産経営体による強い畜産生産基盤を誇り、「食料総合生産基地」として成果をあげている。

その園芸作目を生産する耕種農家と畜産農家が連携し、堆肥を有機質肥料として地域内資源循環する｢耕畜連携による循環型/環境保全

型農業｣が岩手町の良質な土づくりを可能とし、良質な生産物により高い評価を確立することに結びついている。

保健福祉においては地域、医師、保健推進員、行政等が一体となった「岩手町方式」による検診体制の構築により高い検診率を達成、また地

域ぐるみで高齢者の見守りなどを行う「安心生活支援ネットワーク・安心生活あいネット」を全国に先駆けて実施、住み慣れた地域で安心して

生活できる地域生活実現のためのシステムを構築してきた。しかし、近年は、コミュニティの弱体化などの影響により、これらの特徴が失われつつあ

ることが課題となりつつある。

芸術文化では、町の各所に彫刻作品を展示、「彫刻のあるまち」としてまちの景観形成として芸術空間の創出に取り組んでいる。また、屋外彫

刻美術館である石神の丘美術館は町のシンボルであり、2020年7月のリニューアルでは「花とアート」を掲げ、一層の魅力向上と賑わいの創出

を目指している。

スポーツにおいては50年間取り組んできた町技としての「ホッケー」が幅広い世代で多くの町民に親しまれ、国体、インターハイにおける全国優勝

や町出身のオリンピック選手を輩出、東京オリンピックでは、アイルランド女子ホッケー選手の事前合宿地を予定している。
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SDGs未来都市でめざす2030年の姿とトリプルボトムライン

岩手町の
持続可能性向上

シビックプライド(※)

SDGs姉妹都市提携
（SDGs未来都市構想の推進）

※シビックプライド = ｢シビック(市民の/都市の)｣には権利と義務を持って活動する主体としての市民性、という意味があることから、｢郷土愛｣という地域に対する愛着の意味だけでなく、自分自身が関わること
で地域を良くしていこうとする、当事者意識に基づく自負心などを含めた表現の言葉として日本でも認知が進んでいる。

2030年のあるべき姿（全体）
SDGsの理念・ゴールを道標として、岩手町に関わる全ての人々が主体的に、互いに連携・協力し合って町の持
続可能性を高めていくことに深い喜びと誇りを感じている。
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●町民をはじめ、町に関わる全ての人々が主体的に、喜びと誇りを高め合いながら様々な町づくりの活動を展開
→ 3つのボトムラインを高めながら、町の持続可能性を向上

経済面のあるべき姿 社会面のあるべき姿 環境面のあるべき姿

ブランディング



SDGs未来都市構想の推進

シビックプライドの醸成・高揚 町のブランド価値の向上

SDGs姉妹都市との連携

SDGs未来都市のモデルづくりに
取り組むことで、まちづくりへの

意欲・気概が高揚

SDGs未来都市のモデルとしての
国内外からの高い評価が
町のブランド価値を向上

シビックプライドの高まりが町のブランド価値を向上
ブランド価値の向上がシビックプライドを醸成・高揚

戦略的なパートナーとして
選ばれるSDGs未来都市の実現

世界のSDGs先進都市との提携を
梃子として全町的に構想を推進

●SDGs姉妹都市提携とリビングラボの両輪により、トリプルボトムラインを向上させながら、全町的にSDGs未来都市構想
を推進

●町と関わり合うことでシビックプライドの高まりが感じられるブランドとしての価値を形成・確立
→「選ばれる町」を実現

●市場に於ける評価
●移住先・投資先として「選ばれる町」

リビングラボ
（SDGs未来塾×SDGs起業塾）

自治体モデル事業におけるSDGs姉妹都市とリビングラボ相関図
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【提案の骨子】 SDGs未来都市に相応しい3つのカルチャー/アートを共創

①農業
●野菜総合産地としての高い市場評価
●耕畜連携
●スマート農業モデル事業

②保健福祉・ スポーツ
●検診方式（保健文化賞）
●先導的な安心生活支援事業
●ホッケーの町としての高い実績

③芸術・ものづくり
●世界各国のアーティストが滞在
→ 130点を越える石彫作品

●豊かな自然・資源（石材・木材）

岩手町の特徴・強み
（実績/町民の強い関心・高い参加性）

Agri-Culture / Art

Sports-Culture / Art

Craft-Culture / Art

［目的］
地域内外の資源を結集し、

SDGs未来都市のモデルを共創

①シビックプライドの涵養
②ブランド価値の向上
③SDGs未来都市構想の推進

［ 手法 ］
SDGs姉妹都市提携

×リビングラボ

［ 効果 ]
トリプルボトムラインの向上

変化/変態への戦略
（SDGs視点による磨き上げ）

ありたい姿を共創・発信
（3つのカルチャー/アート）

●｢リビングラボ｣を通じて地域内外の様々な人々と共に学び合う創造的な関係を構築

→ 岩手町の強みをSDGsの視点から磨き上げ、国際競争力のある「3つのカルチャー/アート」を共創していくことで、世
界とつながる
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●「まちづくりは人づくり」が王道

●「地域の自然・歴史・文化に根ざした知恵 × 先進的な知見・先端的な技術」で二項対立・三項鼎立の関係を乗り越え、環境・

経済・社会の価値を一体的に向上させるアプローチ（3つのカルチャー/アート）を共創

【提案の全体像】町の未来を担うSDGs人材（地域共創人材）の育成

6

経済

環境

循環型/環境保全型農業体系の確立・高度化
〜 岩手町が世界に誇るアグリカルチャー/アート 〜

・畜産廃棄物の抑制
・生物多様性の復元

・化学肥料抑制による営農
コスト削減

・農産品の付加価値化

・スマート技術の活用 / 
ユニバーサルアクセス

・志ある投資（知恵・労力・
資金等）

・共創の場 / ユニバーサルアクセス
・志ある投資（知恵・労力・資金等）

【 課 題 】
・地域コミュニティが弱体化/社会的に孤立する弱者が増加
・医療・福祉などの社会サービスが縮減されていく懸念

【 課 題 】
・縮退社会の中で、地域全体の所得/消費が減少
・主幹産業である一次産業をはじめ、様々な産業・
業種で労働力が不足

社会

①循環型/環境保全型農業︎の全町的展開︎

・安心・安全な食
・持続可能性の高い就労の場

地域ぐるみ︎で総合的なスポーツ体系︎を確立・高度化
〜町と町民の双方の健康を高めるスポーツカルチャー/アート︎〜

①健康まちづくりなど、課題解決型事業︎の創出

【 課 題 】
森林・河川の保全、担い手の育成 / 資源・エネルギーの地産地消、地域内循環の確立

岩手町らしい工芸・も︎のづくり体系︎の構築
〜森のめぐみを暮らしに活かすクラフトカルチャー/アート︎〜

①環境負荷の︎低い参加型︎森林管理・林業体系の︎実
現
②地産材を活用した工芸・ものづくりの︎振興
・アートガーデンの全町的展開
・オープンデータを活用した工芸・ものづくり
・創エネ/消エネによるエネルギー循環の確立

②交通・情報インフラ整備/
スマートシティの構築

・「岩手町方式」検診システム︎の高度化
・地域包括ケアシステム︎の充実・強化
・岩手町型在宅医療システムの︎構築

②スマート農業実証事業の成果普及・拡張展開
・スマート農業による農福連携の実現
・農業の副次化・多次元化
・体験型観光等による交流人口の︎拡大

・森林の恵み / 健康への恩恵
・大規模災害の抑制/水資源・
生物多様性の保全

①Agri-Culture / Art
②Sports-Culture / Art
③Craft-Culture / Art

SDGs未来塾 × SDGs起業塾
SDGs人材の育成*

*戦略的なSDGs人材（地域共創人材）
自己実現と地域社会課題の解決とを高いレベルで融合・合致させ、地域内外の人や企業・団体等と積極的に関わり合いながら地域の未来を共創する、SDGs未来都市構想を推進する核となる人材



●農業の担い手不足の解消（多様な就農/援農形態）
●農業の副次化/多次元化の支援・促進
●農業の付加価値 / 福祉就労の賃金（工賃）向上

●生産性の向上 ●身体負荷の軽減
●就農ノウハウのソフト化・継承

農業関係者

●岩手町認定農業者協議会
●岩手町農業改良推進協議会
●岩手町農業再生協議会
●新岩手農業協同組合

テレワークの実証
（外出困難者の就労可能性）

身体負荷の計測 × ICF*
（健康維持・増進効果）

スマート農業による農福連携の可能性・諸課題を整理

●安心安全な食
●新しい農との関わり

福祉関係者

*ICF : International Classification of Functioning, Disability and Health, 国際生活機能分類 （WHO, 2001）
写真は、令和元年度に於いて株式会社アンドファーム他が実施したスマート農業技術の一環体系の実証事業の資料より抜粋

●農業の在宅就労
●福祉施設等からの就農
●エンターテイメントとしての農業
●スポーツとしての農業
●リハビリテーションとしての農業
●交流の場/学びの場としての農業
●競争力ある市民農園/農家民泊
etc..

諸課題を創造的に解決

●岩手町社会福祉協議会
●障害者就労支援等事業者
●介護サービス事業者

大企業の特例子会社等

教育機関

SDGsの視点による創造的な変化の共進化
協働による三側面の価値の一体的な向上

リビングラボの活動の具体的なイメージ（Agri-Culture/Artの場合）

医療関係者 町民・消費者

●経営コストの削減 ●産業廃棄物の資源化
●生産品の品質向上

●土壌の改良
●生物多様性の回復

スマート農業関係者
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TACTICAL
PROJECT

IDEAs

BUILD
MEASURE

DATA

1.TEST

2.PILOT

3.IMPREMENTATION

SHORT-TERM ACTION / EXPERIMENTs

LONG-TERM CHANGE / CAPITALs
（SIB/インパクト投資など）LEARN

戦略的テーマ
（モデル事業）

Crowd Founding

リビングラボ（SDGs未来塾/SDGs起業塾）の展開イメージ ① 実施プロセス

Grants/Subsidies

●地方創生起業支援事業・地方創生移住支援事業
●地域未来投資育成法
●地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業など

●ふるさと納税/企業版ふるさと納税
●民間サービス活用など

1 課題の共有 2
ビジョンの共創
（合意形成） 4 アイデア創発 5 プロトタイプ 7 計画立案

3 Field Study 6 Field Test

（初年度の展開）

（次年度の展開へ）

SDGs姉妹都市提携

●経済・社会・環境の三側面をつなぐ戦略的なテーマ/プロジェクトを設定
●短期間での小さなアクションを積み重ねながら、長期的に大きな変化を創造
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Community Vision
（岩手町SDGs未来都市構想/モデル事業）

地域の主要な関係者

行政職員

連携組織

有識者・専門家

実績ある社会起業家

SDGs未来塾
SDGs起業塾

都市部の大企業・フリーランスなど

●SDGsの推進
・官民連携プラットフォーム登録会員（500社）

●公民連携によるCSVの展開
●働き方改革の促進
・副業/プロボノ
・ワーケーション

Quantitative / Qualitative Outcomes
（トリプルボトムラインの向上）

●ビジネスモデルのスケールアウト
●ソーシャルフランチャイズの開発

●新しい政策形成・実現手段

●地域社会課題の解決

●教育機関 ●SDGs姉妹都市
●研究機関 ●各地のリビングラボ
●金融機関

●研究/実証フィールド

町民

リビングラボ（SDGs未来塾/SDGs起業塾）の展開イメージ ② 多様な関係者によるエコシステムの形成

町民（若者・女性の視点を重視）を起点として、地域の主要なステイクホルダー、岩手町と関わり合いたいと考える様々な分野の有識者・専門家、
アーティスト、企業・団体等とともに「3つのカルチャー/アート」を磨き上げていくことで、共に学び合い、育て合う創造的な関係を築きながら、持続的な
SDGs未来都市/スマートシティを構築していくエコシステムの核をつくる。

●ユーザー（町民/来町者）の目線が起点
●若者・女性の視点を重視
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（政策参与・政策アドバイザーなど）

（社会起業大学の講師・関係者など）

（包括連携協定の提携先など）



町の次世代を担い、持続可能な新しい「しごと」を
創出するSDGs人材(地域共創人材)の発掘・育成
ラボ機能の充足と経済循環ネットワークの形成

自治体および事業者等

リビングラボネットワーク
人材等

ビジネスアワードエントリー者

の発掘・事業サポート

ESG/インパクト投資/

SIB等民間投融資
中高生向け起業塾

Iターン・観光等関係人口
との接続

大学との連携による農泊・
商材開発等

リビングラボ

SDGs姉妹都市提携

有識者・SDGs認証制度・
新規事業開発サポート等

域外販路開拓・地産地消
エネルギー・域内経済循
環の喚起等

世界のSDGs先進都市との戦略的交流

・SDGsの共通価値共有

・文化・経済・技術等の交流による互恵

関係構築 【岩手町】
・3つのカルチャー/アートを共創

・循環型/環境保全型農業モデルの全町的
展開

・スマート農業による農福連携

・森のめぐみを活かす参加型まちづくり

相乗効果により生み出す自律的好循環

が主な自治体モデル事業対象範囲 10



【基本的なモデル/手法】
トリプルボトムラインによる町の持続可能性向上のマネジメント

地域の特性を活かした
SDGs姉妹都市提携×リビングラボの構築

（SDGs視点により強みを磨き上げていく創造的なエコシステムの形成）

モデル事業の普及展開性

高い
汎用性

×

地域の
独自性

経済面の取り組み 中山間地域に広く普及・展開が可能
（耕種農家と畜産農家のバランスが重要）（農業に重点）

社会面の取り組み 自然環境の残る都市近郊や地方部への適用が妥当
（主として自然/森林環境が持つ健康への恩恵を活用）

（健康・スポーツに特徴）

環境面の取り組み 中山間地域への普及・展開が可能
（豊かな森林/水資源を活かす責務を有する自治体等）

（森林資源の活用を企図）
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